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◦民生費の増額は主に障害者福祉サービスの利用者増によるものです。
◦�借入金の返済では白帆台小学校建設工事やサイクリングターミナル増築工事などの元金償還開始が増額
の主な要因です。

◦�教育費では令和２年度に引き続き大根布小学校の改修事業は継続しますが、文化会館改修事業が完了し
たことが減額の主な要因です。

◦�土木費では令和２年度に内灘白帆台インターチェンジ整備事業や第１期の白帆台町営住宅建設事業が完
了したことなどが減額の主な要因です。

◦�衛生費ではごみ処理経費負担金の減額のほか、リサイクルプラザ建設費の償還終了に伴う、ごみ処理施設
建設経費負担金やRDF専焼炉維持管理費負担金の減額などが主な要因です。

新型コロナウイルス

ワクチン接種�事業に１億２７０万円
令和3年度当初予算（3カ年比較）

民生費民生費

35億1145万円35億1145万円 37.4％37.4％

民生費民生費

36億7887万円36億7887万円 38.8％38.8％

民生費民生費

令和元年度
総額94億円

令和2年度
総額94億8000万円

令和3年度
総額89億5000万円

37億1633万円37億1633万円 41.6％41.6％借入金の返済借入金の返済

9億6922万円9億6922万円 10.3％10.3％

借入金の返済借入金の返済

10億4387万円10億4387万円 11.0％11.0％
借入金の返済借入金の返済

12億633万円12億633万円 13.5％13.5％
教育費教育費

10億3138万円10億3138万円 11.0％11.0％
教育費教育費

12億3153万円12億3153万円 13.0％13.0％
教育費教育費

10億4391万円10億4391万円 11.8％11.8％
総務費総務費

9億6074万円9億6074万円 10.3％10.3％
総務費総務費

9億9498万円9億9498万円 10.5％10.5％
総務費総務費

10億1128万円10億1128万円 11.3％11.3％

土木費土木費

13億655万円13億655万円 13.9％13.9％

土木費土木費

12億3704万円12億3704万円 13.1％13.1％
土木費土木費

7億1109万円7億1109万円 7.9％7.9％衛生費衛生費
6億6552万円6億6552万円 7.1％7.1％ 衛生費衛生費

6億2931万円6億2931万円 6.6％6.6％
衛生費衛生費

5億8431万円5億8431万円 6.5％6.5％消防費消防費2億9560万円2億9560万円 3.1％3.1％
消防費消防費2億6822万円2億6822万円 2.8％2.8％ 消防費消防費2億7836万円2億7836万円 3.1％3.1％その他その他

6億5954万円6億5954万円 6.9％6.9％ その他その他
3億9618万円3億9618万円 4.2％4.2％

その他その他
3億9839万円3億9839万円 4.3％4.3％

歳出
　

令
和
３
年
内
灘
町
議
会
３
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
専
決
処
分
の
ほ
か
、
補
正
予
算
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の
改
正
、
業
者
の
指
定
等
に
係
る
事
務
の
委
託
、
道
路
線
の
認
定
な
ど
計
29
議

案
を
審
査
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
の
う
ち
１
件
を
不
採
択
、
１

件
を
継
続
審
査
と
し
、
内
灘
町
公
共
施
設
管
理
公
社
特
別
委
員
会
設
置
の
議
会
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
町
長
選
挙
の
関
係
で
、
義
務
的
経
費
や
町
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
継

続
事
業
等
を
主
体
と
す
る
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
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新型コロナウイルスワクチン接種� 1億270万円
シュミレーション風景

アフターコロナを見据えた誘客・観光PR事業� 120万円

サイクリング�
ターミナル�
空調設備改修
� 1600万円

学校給食共同�
調理場衛生強化
� 1869万円

新型コロナウイルス

ワクチン接種�事業に１億２７０万円3月会議
2日～16日

令和2年度3月補正予算 歳出

※関連は5ページ

※次ページに続く

小中学校に�
電子黒板を設置
小学校� 1562万円�
中学校� 538万円

◆個別接種　５月７日（金）～　	町内医療機関７カ所
◆集団接種　５月９日（日）～	 木曜日・日曜日　町民ホールにて
◆接種券発送時期　75歳以上	 ４月12日
　　　　　　　　　65～74歳	 ５月中旬
◆接種に関するお問い合わせ・予約　℡	0120－983－049
　　　　　　　　　　　　　　　　（接種券が届いた方から予約できます）
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区・町会感染症�
対策支援
� 800万円

町管理公社�
管理体制維持
� 900万円
指定管理施設
・ほのぼの湯
・防災コミュニティセンター
・サイクリングターミナル
・内灘町体育施設(野球場等）

常備消防費
� 1548万円
・ウイルスバリア性能防火衣
・感染防止衣
・無人航空機（ドローン）　　

令和2年度3月補正予算

準
幹
７
号
線

　
令
和
３
年
３
月
16
日
か
ら
供
用
が
開
始

　
室
地
区
の
干
拓
地
側
を
南
北
に
通
る
県
道
松
任
宇
ノ
気
線
と
並
行
し
て
海

側
の
白
帆
台
と
か
ほ
く
市
を
繋
ぐ
県
道
高
松
内
灘
線
を
東
西
に
連
絡
し
て
い

た
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
、
室
地
区
で
圃
場
整
備
事
業
が
行

な
わ
れ
た
た
め
平
成
21
年
３
月
か
ら
12
年
余
り
通
行
が
で
き
な
い
状
態
で
し

た
が
、
事
業
終
了
に
伴
い
、
新
た
に
準
幹
７
号
線
と
し
て
道
路
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
消
雪
装
置
は
な
く
、
今
後
は
冬
季
の
利
用
状
況
を
確
認
し
、

通
行
止
め
も
含
め
検
討
す
る
と
執
行
部
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
線
の
認
定�

（
全
員
賛
成
）

条
例
改
正�

（
全
員
賛
成
）

新
た
に
白
帆
台
２
丁
目
に

町
営
住
宅
が
完
成

　
白
帆
台
２
丁
目
４
０
５
番
地
15
に
白

帆
台
町
営
住
宅
を
置
く
な
ど
の
改
正
。

　
内
灘
町
の
町
営
住
宅
は
、
鶴
ケ
丘
５

丁
目
の
県
営
住
宅
近
く
の
１
棟
の
み
で

し
た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
平
屋
建
て

７
戸
と
２
階
建
て
３
戸
の
供
用
が
開
始

さ
れ
、
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。�

※
関
連
は
５
ペ
ー
ジ

※関連は5ページ※関連は5ページ

白帆台町営住宅
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
委
員
会
初
日
は
、
新
し
く
完
成
し
た
白
帆
台

町
営
住
宅
の
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
町
営
住
宅
は
低
所
得
者
支
援
の

た
め
の
住
宅
で
あ
り
、
入
居
者
の
所
得
が
水
準

を
超
え
た
場
合
に
は
、
次
の
方
の
支
援
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
は
過
去
に
退
去
指
導
の
実
績
は
な
い
が
積
極

的
に
声
掛
け
を
行
な
い
、
入
居
説
明
会
も
こ
れ

か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
予
算
案
な

ど
の
議
案
に
対
し
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。

公
営
住
宅

　��

白
帆
台
の
町
営
住
宅
は
単
身
世
帯
の
入

居
は
可
能
か
。

　

�	

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
で
整
備
し
て
お
り
、

県
営
住
宅
と
同
様
に
町
営
住
宅
も
単
身
世
帯

の
入
居
は
考
え
て
い
な
い
。
鶴
ケ
丘
の
町
営

住
宅
は
単
身
世
帯
の
入
居
が
可
能
だ
。

　

��

町
営
住
宅
入
居
後
に
、
所
得
が
上
が
っ

た
際
の
対
応
は
。

　

�	

所
得
に
応
じ
て
家
賃
が
上
が
る
。
水
準
を

超
え
る
と
勧
告
し
、
退
去
の
指
導
と
な
る
。

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

　��

補
正
予
算
で
導
入
予
定
の
ド
ロ
ー
ン
の

概
要
と
、
年
間
の
使
用
頻
度
は
。

　
�	

導
入
は
１
機
で
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や

水
難
事
故
等
で
使
う
。
使
用
頻
度
は
は
っ
き

り
分
か
ら
な
い
。
消
防
で
研
修
等
を
行
な
う
。

町
会
・
区
感
染
症
対
策
交
付
金

　��

交
付
金
の
配
分
方
法
は
小
さ
な
町
会
に

も
均
等
に
い
く
よ
う
配
慮
を
。

　

�	

各
町
会
・
区
に
、
均
等
割
で
30
万
円
、
世

帯
数
割
で
５
０
０
世
帯
未
満
、
５
０
０
世
帯

以
上
、
１
千
世
帯
以
上
で
、
10
万
円
か
ら

30
万
円
の
配
分
を
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対

策
に
効
果
的
な
配
分
方
法
を
検
討
す
る
。

問答問答

問答問答

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
い
よ
い

よ
実
施
段
階
と
な
り
、
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
約
１
億
円
の
接
種
関
係
費
等
に
つ
い
て
執
行

部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
団
接
種
の
会
場
や
医
療
従
事
者
の
確
保
、

接
種
会
場
に
赴
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
へ
の

対
応
策
な
ど
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
の
ぼ
の
湯
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
を
運
営
管
理
し
て
い
る
内
灘
町
公

共
施
設
管
理
公
社
の
関
係
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
等

に
よ
る
多
額
の
赤
字
問
題
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

��

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
は
、

内
灘
町
で
は
１
カ
所
の
み
で
行
な
う
の
か
。

　

�	

町
民
ホ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
。
医
科
大

に
も
折
衝
し
た
が
、
不
特
定
多
数
の
人
を
院

内
に
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
��

報
道
で
は
４
月
12
日
か
ら
接
種
開
始
と

の
こ
と
だ
が
、
内
灘
も
始
め
ら
れ
る
の
か
。

　

�	
県
か
ら
接
種
体
制
の
確
立
に
対
し
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
19
日
の
週
か
ら
対
応
可
能
と

答
え
た
。
た
だ
、
い
つ
ワ
ク
チ
ン
が
入
っ
て

来
る
か
決
ま
ら
な
い
と
医
師
に
依
頼
も
出
来

な
い
状
態
。
会
場
は
４
月
に
入
れ
ば
い
つ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

��

町
の
集
団
接
種
で
の
医
療
従
事
者
は
、

ど
こ
の
医
師
の
方
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

�	

平
日
は
医
科
大
に
医
師
の
派
遣
を
依
頼

し
、
休
日
は
町
内
の
医
療
機
関
の
先
生
方
に

お
願
い
し
て
い
る
。

　

��

介
護
な
ど
で
移
動
が
困
難
な
家
庭
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

�	

民
生
委
員
の
力
を
借
り
て
状
況
を
把
握

し
、
接
種
希
望
の
方
に
は
、
町
内
医
療
関
係

者
に
巡
回
で
の
接
種
依
頼
を
考
え
て
い
る
。

　

�	

管
理
公
社
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
納

入
業
者
、
自
販
機
の
会
社
、
議
員
の
身
内

と
の
関
わ
り
等
、
現
在
の
管
理
公
社
の
在
り

方
全
般
に
関
す
る
こ
と
と
な
り
、
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
議
会

運
営
委
員
会
の
中
で
特
別
委
員
会
の
設
置

も
含
め
て
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

問答問答

問答問答委
員
長

文教福祉
常 任
委 員 会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

集
団
接
種
会
場
は�

町
民
ホ
ー
ル

白帆台町営住宅視察中

町民ホールでの接種予行

◎
清
水
文
雄　
〇
西
尾
雄
次　
夷
藤　
満

　
生
田
勇
人　
　
七
田
満
男　
磯
貝
幸
博

総務産業
建設常任
委 員 会

白
帆
台
町
営
住
宅

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
で
整
備
完
了

◎
南　
守
雄　
〇
恩
道
正
博　
北
川
悦
子

　
米
田
一
香　
　
土
屋
克
之

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
3
月
）
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氏　名
議　案

土つ
ち

屋や　
克か

つ

之ゆ
き

西に
し

尾お　
雄ゆ

う

次じ

米よ
ね

田だ　
一か

ず

香か

磯い
そ

貝が
い　
幸ゆ

き

博ひ
ろ

七し
ち

田だ　
満み

つ

男お

生い
く

田た　
勇は

や

人と

恩お
ん

道ど
う　
正ま

さ

博ひ
ろ

北き
た

川が
わ　
悦え

つ

子こ

夷い

藤と
う　
　
満

み
つ
る

清し

水み
ず　
文ふ

み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達

す
す
む

南み
な
み　　
守も

り

雄お

請願第５号　�後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意
見書提出の請願書 × ○ × × × × × ○ × ○ － ×

請願第６号　�医療機関等の経営安定化を図る財政支援の拡充を求
める請願書（※継続審査に対する賛否） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 － 〇

〇は賛成、×は反対、－議長は採決に参加しません。

3月会議で賛否の分かれた議案一覧

（
賛
成
３
人
：
反
対
８
人
）

◎
請
願
者　
石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会　
代
表
委
員�

松
浦　
健
伸

◎
紹
介
議
員�

北
川　
悦
子

要 

旨

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
２
割
負
担
を
導
入
す
る
法
案
が
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、不
安
を
煽あ
お
る
法
案
審
議
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
暮
ら
し
と
健
康
、

命
を
守
る
た
め
、
国
に
「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
に

努
め
る
こ
と
」
と
の
意
見
書
提
出
を
。

不
採
択

（
賛
成
10
人
：
反
対
１
人
）

◎
請
願
者　
石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会　
代
表
委
員�

松
浦　
健
伸

◎
紹
介
議
員�

北
川　
悦
子

要 

旨

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に
よ
り
、
県
内
医
療
機
関
の
負
担
が
増
し
、

経
営
状
況
は
著
し
い
悪
化
が
続
い
て
い
る
。
今
後
も
深
刻
な
状
況
が
続
け
ば
、
地
域
医

療
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
国
に
医
療
機
関

等
へ
の
財
政
支
援
を
拡
充
す
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
提
出
を
。

※�

こ
の
請
願
は
、
付
託
さ
れ
た
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
「
継
続
審
査
」
と
な
り
、

本
会
議
で
の
採
決
は
、「
継
続
審
査
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賛
否
を
と
っ
た
。

　

�

継
続
審
査
と
は
、
会
議
期
間
中
に
議
決
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
次
の
会
議
期
間
ま
で
審
査
を
継

続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

※
継
続
審
査

請
願
の
審
査

　
令
和
３
年
３
月
５
日
全
員
協
議
会
で
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ほ
の
ぼ

の
湯
・
屋
内
多
目
的
広
場
な
ど
を
指
定

管
理
す
る
内
灘
町
公
共
施
設
管
理
公
社

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
経
営
悪
化
の
現
状
と
今
後
の
運

営
・
方
向
性
に
関
し
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
会
議
の
全
員
協
議
会

や
各
委
員
会
で
関
連
す
る
質
疑
が
あ
り
、

今
後
も
議
会
で
管
理
公
社
の
在
り
方
全

般
に
対
し
、
議
論
を
尽
く
す
必
要
が
あ

る
と
の
判
断
か
ら
、
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
以
下
５
点
を
調
査
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

②�

経
営
改
善
に
関
す
る
こ
と

③
体
質
改
善
に
関
す
る
こ
と

④
役
員
体
制
の
在
り
方

⑤�

管
理
運
営
に
関
し
必
要
と
認
め
ら
れ

る
こ
と

　
議
長
を
除
く
全
議
員
11
名
を
委
員
と

し
、
以
下
２
名
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
委
員
長　
生
田 

勇
人
氏

　
副
委
員
長　
北
川 

悦
子
氏

内
灘
町
公
共
施
設
管
理
公
社

特
別
委
員
会
を
設
置

賛
成�

北
川
議
員

　

２
割
負
担
対
象
に
30
％
の
方
が
該
当
す
る
。高
齢
者
は
体
調
が
不
安
定
で
病
気
に
な

り
や
す
い
。医
療
費
負
担
が
２
倍
に
な
れ
ば
受
診
控
え
が
考
え
ら
れ
る
。後
期
高
齢
者

の
命
と
暮
ら
し
、健
康
を
守
る
た
め
に
現
状
を
維
持
す
る
請
願
を
採
択
す
べ
き
だ
。

1月会議 2月会議 3月会議 5月会議 6月会議 7月会議 9月会議 11月会議 12月会議 合計
令和2年 － － 6人 1人 24人 2人 64人 4人 25人 126人
令和元年 1人 1人 47人 4人 78人 1人 73人 － 27人 232人
令和2年中の町ホームページ議会へのアクセス件数は4677件でした。

令和2年中に内灘町議会を傍聴された方は126人でした。

討 

論
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一
般
質
問
（
3
月
4
日
）

7
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
議
会
→
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。

夷
い
藤
とう
　　満

みつる

�……………………………… 8
・危険なバス停、横断歩道について
・事業持続化緊急支援給付金について

生
いく
田
た
　勇

はや
人
と

�……………………………… 9
・内灘駅周辺整備について
・北部開発促進へ向けた提言・要望内容について

清
し
水
みず
　文

ふみ
雄
お

�…………………………… 10
・新図書館基本構想（素案）について
・内灘高校横、準幹10号線の整備について

米
よね
田
だ
　一

かず
香
か

�…………………………… 11
・令和３年度当初予算と、今後の町施策の方針について
・予防接種事業について	 ほか１問

西
にし
尾
お
　雄

ゆう
次
じ

�…………………………… 12
・内灘町男女共同参画推進行動計画の数値目標達成努力を
・河北潟干拓地内桜並木の観光資源化を図れ	 ほか１問

土
つち
屋
や
　克

かつ
之
ゆき

�…………………………… 13
・コロナ禍における８０５０問題について
・コロナ禍における保育の現場に慰労金を

北
きた
川
がわ
　悦

えつ
子
こ

�…………………………… 14
・国民健康保険の子どもの均等割減免と被保険者への
傷病見舞金を支給せよ

・ジェンダー平等社会をめざす町の取り組み	 ほか１問
ラン

７歳　♀
トイプードル
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内
灘
駅
周
辺
整
備
事
業

基
本
構
想
は
、
平
成
30
年
11

月
に
策
定
さ
れ
た
。

　
せ
っ
か
く
の
駅
舎
等
再
整

備
な
の
に
、
長
年
人
々
が
危

険
と
感
じ
て
い
る
狭
く
複
雑

な
周
辺
道
路
の
改
修
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
町
の
玄
関
口
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、
広
く
開

放
的
で
安
心
・
安
全
な
周
辺

道
路
を
整
備
し
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と
定
住
・
交
流

人
口
の
拡
大
に
繋
げ
よ
。

	

内
灘
駅
に
接
続
す
る
道

路
は
部
分
的
に
狭
く
、
線
形

が
大
変
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、

粟
ヶ
崎
駅
ま
で
の
区
間
に
は

４
つ
の
踏
切
が
あ
る
。

　
駅
前
整
備
と
併
せ
て
周
辺

道
路
の
一
体
的
な
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
の
計
画
策
定
に
含
め
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
複
雑
な
道
路
整
備

の
中
で
、
粟
ヶ
崎
駅
か
ら
内

灘
駅
区
間
の
路
面
電
車
化
も

検
討
し
て
い
る
。

問

答

	

町
内
に
は
横
断
歩
道
が

１
７
５
カ
所
あ
る
。
事
故
が

多
発
し
て
い
る
横
断
歩
道
や

交
差
点
の
危
険
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
４

方
向
か
ら
照
ら
し
て
、
安
全

策
を
図
る
の
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
白
線
等

の
点
検
は
し
て
い
る
の
か
。

	

学
校
や
保
育
所
周
辺
道

路
に
は
運
転
手
に
注
意
喚
起

を
促う

な
が

す
区
画
線
設
置
な
ど
交

通
安
全
対
策
を
進
め
て
い
る
。 　

照
明
の
設
置
は
学
校
周
辺

を
優
先
に
検
討
す
る
。

　
「
と
ま
れ
」「
注
意
」
等
の

路
面
標
示
は
、
状
況
を
確
認

し
て
お
り
、
優
先
度
を
考
慮

し
、
町
で
修
復
し
て
い
る
。

	

学
校
周
辺
の
横
断
歩
道

や
交
差
点
を
カ
ラ
ー
舗
装
に

で
き
な
い
か
。

	

国
の
交
付
金
事
業
活
用

も
含
め
、
ま
ず
は
学
校
周
辺

を
優
先
に
検
討
し
て
い
く
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
町
内
事
業
者

を
支
え
る
た
め
、
当
該
事
業

全
般
に
広
く
使
え
る
給
付
金

を
支
給
す
る
目
的
で
、
５
月

会
議
に
補
正
予
算
２
０
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
こ

の
事
業
は
令
和
３
年
２
月
１

日
で
締
め
切
ら
れ
た
。
申
請

件
数
と
支
給
さ
れ
た
金
額
は
。

	

申
請
件
数
は
59
件
あ
り
、

内
訳
は
個
人
事
業
主
が
38
件
、

法
人
が
21
件
と
な
っ
て
い
る
。

支
給
金
額
は
１
３
９
０
万
円
。

	

い
つ
収
ま
る
か
分
か
ら

な
い
コ
ロ
ナ
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
令
和
３
年
度
も
引
き
続

き
、
国
や
県
の
対
象
に
な
ら

な
い
事
業
者
を
助
け
る
、
こ

の
事
業
を
継
続
す
る
考
え
は
。

	

事
業
継
続
は
国
や
県
が

実
施
す
る
各
種
施
策
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答

問答

事
業
持
続
化
緊
急
支
援
給
付
金

問答

問答

危険な横断歩道の照明強化を

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

町長　学校周辺を優先に検討

コロナ禍で望まれる事業継続

事故防止に路面標示のメンテナンスを（向粟崎小学校正面）

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
代
読

　
夷
藤
議
員
は
今
回
、立

っ
た
り
座
っ
た
り
の
繰
り

返
し
は
体
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、議
長
の
許

可
を
得
て
、着
席
の
ま
ま

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の

音
声
に
よ
る
代
読
の
形
で

の
質
問
と
な
っ
た
。

　
内
灘
町
議
会
で
は
初
め

て
の
試
み
と
な
る
。

一
般
質
問
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内
灘
駅
周
辺
整
備
事
業

基
本
構
想
は
、
平
成
30
年
11

月
に
策
定
さ
れ
た
。

　
せ
っ
か
く
の
駅
舎
等
再
整

備
な
の
に
、
長
年
人
々
が
危

険
と
感
じ
て
い
る
狭
く
複
雑

な
周
辺
道
路
の
改
修
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
町
の
玄
関
口
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、
広
く
開

放
的
で
安
心
・
安
全
な
周
辺

道
路
を
整
備
し
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と
定
住
・
交
流

人
口
の
拡
大
に
繋
げ
よ
。

	

内
灘
駅
に
接
続
す
る
道

路
は
部
分
的
に
狭
く
、
線
形

が
大
変
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、

粟
ヶ
崎
駅
ま
で
の
区
間
に
は

４
つ
の
踏
切
が
あ
る
。

　
駅
前
整
備
と
併
せ
て
周
辺

道
路
の
一
体
的
な
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
の
計
画
策
定
に
含
め
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
複
雑
な
道
路
整
備

の
中
で
、
粟
ヶ
崎
駅
か
ら
内

灘
駅
区
間
の
路
面
電
車
化
も

検
討
し
て
い
る
。

	

昨
年
10
月
に
白
帆
台
イ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
今
後
は

長
年
手
つ
か
ず
の
白
帆
台
以

北
に
希
望
の
光
が
見
え
て
く

る
の
か
こ
な
い
の
か
、
新
年

度
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
事

業
継
続
が
北
部
開
発
に
と
っ

て
大
変
重
要
と
な
る
。

　
北
部
開
発
促
進
協
議
会
よ

り
要
望
書
と
図
面
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
に
関
す

る
問
題
点
や
町
の
考
え
と
の

相
違
点
は
あ
る
か
。
併
せ
て

今
後
の
進
め
方
を
聞
く
。

	

内
灘
北
部
地
区
基
本
構

想
の
具
現
化
に
は
、
事
業
全

体
を
見
据
え
た
地
盤
高
の
整

理
や
土
砂
の
処
理
な
ど
課
題

が
多
い
状
況
だ
。

　
道
路
移
設
用
地
の
確
保
や

圃
場
整
備
の
農
地
集
積
に
は
、

地
権
者
と
農
業
従
事
者
の
協

力
が
不
可
欠
と
な
る
。
今
後
、

事
業
へ
の
理
解
を
得
る
た
め

の
周
知
な
ど
連
携
を
と
り
、

事
業
課
題
を
整
理
し
な
が
ら

具
現
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問

答

北

部

開

発

問

答

白帆台以北の北部開発を進めよ！(西荒屋付近)

内灘駅を発車した北鉄浅野川線電車

安心安全な町の玄関口へ
路面電車化も検討　町長

生
いく

田
た

　勇
はや

人
と

ウッチー

一
般
質
問
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自
治
体
の
財
源
不
足
は

コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
顕
著
に
な

っ
た
。
国
も
地
方
も
先
送
り

を
続
け
て
は
い
け
な
い
課
題

だ
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
厳

し
い
取
捨
選
択
や
転
換
を
迫

ら
れ
る
時
期
が
目
前
に
来
て

い
る
。
世
代
を
超
え
て
理

解
・
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て

の
町
政
運
営
を
求
め
る
。
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３

年
度
は
ど
の
よ
う
に
事
業
展

開
す
る
か
見
通
し
を
示
せ
。

	

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
最
重

要
課
題
と
し
、
町
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
る
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は

町
長
選
挙
の
関
係
も
あ
り
骨

格
予
算
を
編
成
し
た
。
各
種

施
策
的
な
事
業
は
補
正
予
算

で
対
応
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
税
や
交
付

金
な
ど
の
減
が
想
定
さ
れ
る

が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
必
要
な

予
算
の
編
成
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

	

小
学
校
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
実
施
は
、
子
ど
も
の
虫

歯
予
防
に
高
い
効
果
が
得
ら

れ
る
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

	

町
立
学
校
で
の
実
施
は
、

他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
検

討
し
た
い
。

問

答

問答

	

今
後
の
町
の
大
き
な
構

想
と
し
て
、
内
灘
駅
周
辺
整

備
基
本
計
画
（
概
算
80
億

円
）
や
内
灘
海
岸
賑
わ
い
創

出
事
業
基
本
構
想
も
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
建
設
費
が
概

算
20
億
円
の
新
図
書
館
建
設

は
喫
緊
の
課
題
か
。

　
優
先
す
る
べ
き
は
町
民
の

生
活
向
上
だ
。
ハ
ー
ド
か
ら

福
祉
な
ど
ソ
フ
ト
を
重
視
し

た
施
策
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
。
町
民
に
我
慢
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

	

図
書
館
は
開
館
か
ら
41

年
が
経
過
し
、
閲
覧
や
蔵
書
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
不
足
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
基
本
構
想
策
定
に
向

け
、
図
書
館
協
議
会
で
議
論

を
重
ね
て
い
る
。
建
設
地
の

選
定
、
建
設
費
、
複
合
施
設

方
式
で
の
整
備
、
民
間
資
金

の
活
用
や
町
の
財
政
負
担
の

軽
減
等
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
が
、「
文
化
の
ま
ち
内
灘
」

を
目
指
し
、
今
任
期
の
４
年

を
目
途
に
事
業
を
進
め
た
い
。 	

内
灘
高
校
横
の
準
幹
10

号
線
整
備
の
計
画
は
、
30
数

年
間
懸
案
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
用
地
買
収
が
難
航

し
て
い
た
地
権
者
の
土
地
の

相
続
が
終
了
し
、
売
買
さ
れ

た
と
聞
い
た
。
町
と
地
権
者

と
の
交
渉
の
状
況
、
整
備
計

画
の
進
捗
状
況
を
聞
く
。

	

１
名
の
方
は
、
代
替
地

を
希
望
。
も
う
１
名
の
方
は
、

町
が
今
回
買
収
し
よ
う
と
し

て
い
る
用
地
の
相
続
が
ま
だ

完
了
し
て
い
な
い
状
況
だ
。

	

準
幹
10
号
線
整
備
計
画

に
対
す
る
決
意
を
聞
く
。

	

用
地
確
保
の
め
ど
が
立

っ
た
ら
、
地
元
要
望
の
高
ま

り
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
後
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問

答

準
幹
10
号
線
整
備

問

答問答

町民に我慢をお願いすることも必要だ

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

町長　今任期の4年を目途に事業を進めたい

内灘高校横の準幹10号線

図書館をどうするのか

大橋兄弟

一
般
質
問
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自
治
体
の
財
源
不
足
は

コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
顕
著
に
な

っ
た
。
国
も
地
方
も
先
送
り

を
続
け
て
は
い
け
な
い
課
題

だ
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
厳

し
い
取
捨
選
択
や
転
換
を
迫

ら
れ
る
時
期
が
目
前
に
来
て

い
る
。
世
代
を
超
え
て
理

解
・
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て

の
町
政
運
営
を
求
め
る
。
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３

年
度
は
ど
の
よ
う
に
事
業
展

開
す
る
か
見
通
し
を
示
せ
。

	

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
最
重

要
課
題
と
し
、
町
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
る
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は

町
長
選
挙
の
関
係
も
あ
り
骨

格
予
算
を
編
成
し
た
。
各
種

施
策
的
な
事
業
は
補
正
予
算

で
対
応
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
税
や
交
付

金
な
ど
の
減
が
想
定
さ
れ
る

が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
必
要
な

予
算
の
編
成
に
努
め
る
。

	

国
が
接
種
予
定
を
示
す

※
ワ
ク
チ
ン
は
科
学
的
に
有

効
性
と
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
副
反
応

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
効
果
は
個
人
差
が
あ
り

有
効
期
間
は
、
ま
だ
は
っ
き

り
出
て
い
な
い
。
長
期
的
な

影
響
も
時
間
が
経
た
な
い
と

分
か
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
発

症
と
重
症
化
を
抑
え
る
意
味

で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

　
町
の
認
識
を
示
せ
。

	

※
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
十

分
な
免
疫
の
獲
得
は
２
回
接

種
後
７
日
程
度
以
降
と
さ
れ

て
お
り
、
感
染
症
発
症
と
重

症
化
を
防
ぐ
の
に
有
効
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
、
感
染

予
防
効
果
は
明
ら
か
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
接
種
後
も
手
洗

い
な
ど
適
切
な
感
染
防
止
策

が
必
要
だ
。
ま
た
、
接
種
し

た
く
て
も
で
き
な
い
方
も
い

る
た
め
、
差
別
や
職
場
・
学

校
で
の
不
利
益
が
な
い
よ
う

周
知
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

	

小
学
校
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
実
施
は
、
子
ど
も
の
虫

歯
予
防
に
高
い
効
果
が
得
ら

れ
る
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

	

町
立
学
校
で
の
実
施
は
、

他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
検

討
し
た
い
。

問

答

※
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問

答

問答

	

今
後
の
町
の
大
き
な
構

想
と
し
て
、
内
灘
駅
周
辺
整

備
基
本
計
画
（
概
算
80
億

円
）
や
内
灘
海
岸
賑
わ
い
創

出
事
業
基
本
構
想
も
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
建
設
費
が
概

算
20
億
円
の
新
図
書
館
建
設

は
喫
緊
の
課
題
か
。

　
優
先
す
る
べ
き
は
町
民
の

生
活
向
上
だ
。
ハ
ー
ド
か
ら

福
祉
な
ど
ソ
フ
ト
を
重
視
し

た
施
策
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
。
町
民
に
我
慢
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

問

高齢者集団接種は5月9日（日）開始

新型コロナワクチン集団接種デモンストレーション
（４月11日 町民ホールにて）

令和3年度の事業展開は
コロナ対策を最重要課題に　町長

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

※
ワ
ク
チ
ン

　
こ
こ
で
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

現
時
点
で
国
に
承
認
さ
れ

て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
の

ワ
ク
チ
ン
を
指
す
。

※
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
）

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、

感
染
症
の
蔓
延
を
防
ぐ
た

め
に
緊
急
的
に
行
う
臨
時

接
種
。

　
国
の
指
示
の
下
、市
町

村
で
予
防
接
種
を
実
施
す

る
。接
種
期
間
は
令
和
４

年
２
月
末
ま
で
の
予
定
。

　
16
歳
以
上
の
国
民
に
対

し
、妊
婦
を
除
い
て
接
種

の
努
力
義
務
を
課
す
も
の
。

一
般
質
問
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
※

８
０
５
０
問
題
は
深
刻
化
し

て
い
る
。
令
和
２
年
６
月
に

成
立
し
た
改
正
社
会
福
祉
法

で
は
、
ひ
き
こ
も
り
、
介
護
、

貧
困
の
縦
割
り
を
な
く
し
、

断
ら
な
い
相
談
支
援
を
含
む

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
令

和
３
年
４
月
か
ら
の
施
行
で
、

自
治
体
が
「
我
が
町
で
取
り

組
み
ま
す
。」
と
、
手
挙
げ

方
式
で
行
な
う
も
の
で
、
福

祉
相
談
を
一
括
し
て
相
談
に

応
じ
る
「
断
ら
な
い
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
た
場
合
に
、

国
が
財
政
支
援
を
行
な
う
も

の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
計
画

が
な
い
か
。

	

支
援
体
制
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
が
、
庁
舎
内
関

係
部
署
と
の
連
携
や
相
談
支

援
事
業
者
等
の
関
係
機
関
と

の
体
制
づ
く
り
が
課
題
で
あ

り
、
令
和
３
年
４
月
の
設
置

に
関
し
て
は
、
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

問

答

	

海
外
メ
デ
ィ
ア
で
も
女

性
蔑
視
発
言
と
し
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
の
森
前
会
長

の
発
言
に
対
し
て
、
町
長
は

ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て

い
る
か
を
問
う
。

　
ま
た
、
内
灘
町
男
女
共
同

参
画
行
政
の
主
要
な
目
標
指

標
で
あ
る
各
種
審
議
会
委
員

の
女
性
比
率
や
課
長
以
上
の

職
で
の
女
性
割
合
等
の
達
成

状
況
を
問
う
。

	

森
前
会
長
の
発
言
に
関

し
て
は
、
性
別
に
よ
る
差
別

的
な
発
言
は
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
の
で
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
計
画
に
あ
る
３
つ
の

指
標
で
審
議
会
委
員
女
性
割

合
が
目
標
値
40
％
に
対
し
35

％
、
課
長
以
上
の
女
性
割
合

が
目
標
値
10
％
に
対
し
13
・

３
％
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
割
合
が
目
標
値
15
％

で
、
令
和
２
年
度
は
２
名
対

象
の
う
ち
１
名
が
取
得
し
た
。

	

河
北
潟
干
拓
地
内
の
正

面
堤
防
沿
い
の
道
路
両
側
に

植
え
ら
れ
た
サ
ク
ラ
は
、
今

や
、
見
事
な
眺
め
の
桜
並
木

に
成
長
し
た
。
近
年
で
は
県

内
で
も
屈
指
の
桜
並
木
と
な

り
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る

名
所
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
は
駐

車
場
が
無
い
こ
と
か
ら
交
通

安
全
上
と
て
も
危
険
な
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
駐
車
場
を

設
け
て
、
こ
の
桜
並
木
を
町

の
観
光
資
源
化
す
べ
き
だ
。

	

当
該
用
地
の
管
理
者
で

あ
る
県
と
協
議
し
た
結
果
、

町
が
駐
車
場
と
し
て
占
用
す

る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
可

能
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。
町
と
し
て
は
安
全
に

桜
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
駐

車
場
の
整
備
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
桜
並
木
の

開
花
期
に
は
、
ほ
の
ぼ
の
湯

や
内
灘
大
橋
か
ら
も
壮
観
な

眺
望
が
楽
し
め
る
の
で
、
町

の
観
光
資
源
と
し
て
町
内
外

に
情
報
発
信
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

	

巨
大
地
震
頻
発
期
と
な

っ
た
。
内
灘
橋
の
み
に
頼
る

北
部
地
区
の
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
の
解
消
を
図
れ
。

	

内
灘
橋
の
耐
震
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

は
、
か
ほ
く
市
と
の
水
道
管

連
結
の
協
議
を
考
え
た
い
。

問

答

桜
並
木
の
駐
車
場
整
備

問

答

問答

森前会長の発言に対する感想は

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

町長　性別による差別的発言は残念

河北潟干拓地　美しい桜並木

男女共同参画社会の実現を目指す

一
般
質
問
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
※

８
０
５
０
問
題
は
深
刻
化
し

て
い
る
。
令
和
２
年
６
月
に

成
立
し
た
改
正
社
会
福
祉
法

で
は
、
ひ
き
こ
も
り
、
介
護
、

貧
困
の
縦
割
り
を
な
く
し
、

断
ら
な
い
相
談
支
援
を
含
む

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
令

和
３
年
４
月
か
ら
の
施
行
で
、

自
治
体
が
「
我
が
町
で
取
り

組
み
ま
す
。」
と
、
手
挙
げ

方
式
で
行
な
う
も
の
で
、
福

祉
相
談
を
一
括
し
て
相
談
に

応
じ
る
「
断
ら
な
い
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
た
場
合
に
、

国
が
財
政
支
援
を
行
な
う
も

の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
計
画

が
な
い
か
。

	

支
援
体
制
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
が
、
庁
舎
内
関

係
部
署
と
の
連
携
や
相
談
支

援
事
業
者
等
の
関
係
機
関
と

の
体
制
づ
く
り
が
課
題
で
あ

り
、
令
和
３
年
４
月
の
設
置

に
関
し
て
は
、
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

	

保
育
士
等
の
保
育
従
事

者
に
対
し
て
、
独
自
の
慰
労

金
を
支
給
す
る
自
治
体
が
全

国
で
増
え
て
い
る
。

　
子
育
て
環
境
の
向
上
を
掲

げ
る
当
町
と
し
て
も
、
慰
労

金
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

	
重
要
な
役
割
を
担
う
保

育
従
事
者
に
対
し
て
は
、
国

ま
た
は
県
が
出
す
べ
き
だ
。

　
し
た
が
っ
て
、
慰
労
金
の

支
給
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
な
い
。

	

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
、
令
和
元
年
10
月
に

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
。
町
の
対
応
は
、

変
わ
り
な
い
か
。
ま
た
、
保

育
の
現
場
か
ら
は
、
ど
の
よ

う
な
声
が
あ
る
か
。

	

町
と
し
て
は
、
変
化
は

な
い
。
ま
た
、
保
育
の
現

場
は
大
き
な
混
乱
が
な
く
、

「
保
育
料
の
徴
収
事
務
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
た
。」
な
ど
、

お
お
む
ね
歓
迎
す
る
意
見
だ
。

問

答

保
育
の
現
場
に
慰
労
金
を

問答

問答

	

海
外
メ
デ
ィ
ア
で
も
女

性
蔑
視
発
言
と
し
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
の
森
前
会
長

の
発
言
に
対
し
て
、
町
長
は

ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て

い
る
か
を
問
う
。

　
ま
た
、
内
灘
町
男
女
共
同

参
画
行
政
の
主
要
な
目
標
指

標
で
あ
る
各
種
審
議
会
委
員

の
女
性
比
率
や
課
長
以
上
の

職
で
の
女
性
割
合
等
の
達
成

状
況
を
問
う
。

問

保育士さんにも慰労金を

自治体のひきこもり相談イメージ

「断らない相談窓口」の設置を
令和3年4月の設置に関しては難しい　町民福祉部担当部長

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

※ 

８
０
５
０（
は
ち
ま
る

ご
う
ま
る
）
問
題

　
80
代
の
親
が
ひ
き
こ
も

っ
て
い
る
50
代
の
子
ど
も

の
生
活
を
支
え
る
と
い
う

問
題
。こ
う
し
た
親
子
が

社
会
的
に
孤
立
し
、生
活

が
立
ち
行
か
な
く
な
る
深

刻
な
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
始

め
て
い
る
。

国

市
区
町
村

◦断らない相談
◦就労・居住・居場所の提供
◦住民同士が支え合う地域づくり

８０５０世帯
（80代の親、50代の子）

ひきこもり 親の介護

窓口を一本化

生活困窮

財政支援

一
般
質
問
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コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
に
ど
ん

な
影
響
が
で
て
き
て
い
る
か
。

	

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

収
入
減
で
、
令
和
３
年
２
月

末
時
点
で
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
申
請
は
延
べ
63
件
、

約
８
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

　
直
接
的
影
響
と
断
定
で
き

な
い
が
、
医
療
給
付
費
は
前

年
同
期
比
約
３
％
減
。
解
雇

や
倒
産
で
の
失
業
に
よ
る
減

免
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

	

子
ど
も
が
多
い
ほ
ど
国

保
税
が
引
き
上
が
る
均
等
割

部
分
の
５
割
を
未
就
学
児
に

限
り
、
公
費
で
軽
減
す
る
法

案
が
通
り
令
和
４
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
。
他
の
保
険
に

は
な
い
均
等
割
を
収
入
の
な

い
子
ど
も
に
課
せ
る
の
は
問

題
だ
。
町
独
自
の
減
免
拡
大

を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

	

国
が
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。 	

医
療
、
介
護
、
障
害
福

祉
、
学
童
保
育
な
ど
の
ケ
ア

ワ
ー
ク
は
女
性
が
多
く
、
専

門
職
だ
が
他
職
種
よ
り
低
賃

金
で
働
い
て
い
る
現
状
だ
。

　
令
和
２
年
３
月
一
般
質
問

時
、
町
正
規
職
員
は
１
９
７

名
。
非
常
勤
嘱
託
職
員(

令
和

２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員)

は
１
０
２
名
、
う
ち
男

性
10
・
８
％
、
女
性
89
・
２

％
だ
っ
た
。
町
は
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
目
指
し
、
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

	

第
２
次
内
灘
町
男
女
共

同
参
画
推
進
行
動
計
画
、
ま

た
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
を
目
指

し
、
各
種
施
策
を
展
開
、
実

施
し
て
い
る
。
職
員
に
は
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
制
度

の
利
用
促
進
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
研
修
を
実
施
。
管
理
的
地

位
に
あ
る
女
性
職
員
の
占
め

る
割
合
、
育
児
休
業
を
取
得

す
る
男
性
職
員
の
割
合
の
向

上
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

	

横
断
歩
道
近
く
の
バ
ス

停
は
危
険
が
多
い
。
早
急
に

対
策
を
。

	

警
察
と
協
議
中
だ
。
今

後
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る

交
通
安
全
の
啓
発
に
努
め
る
。

問答

問答

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

問

答

問答

国保税 均等割の子ども分減免を

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

保険年金課長　国の動向を注視

SDGsのジェンダー平等アイコン
（日本の男女平等指数　156カ国中120位）

のびのび大きくなあれ

※ S
D

G
s

に
掲
げ
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等

　

SD
G
s

はSustainable	
D
evelopm

ent	G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
略
称
。２
０
１
５
年
９

月
、国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま

で
の
国
際
目
標
で
、持
続

可
能
な
世
界
を
実
現
す
る

た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル（
目

標
）と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト（
具
体
目
標
）
か
ら

構
成
さ
れ
る
。17
の
目
標

の
う
ち
５
番
目
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

一
般
質
問
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁
答　弁

その後

その後

冬季も安全に通行できるように

令和３年４月現在
調査検討を続ける

　河川水利用の先進事例などの情報収集のほ
か、既存消雪井戸の活用などの取水水源も含
め、引き続き調査検討をします。

機
は た

具
ぐ

橋
ば し

に消雪装置を設置せよ
　機具橋は降雪時、雪が踏み固められガタガタ
になり、車の交差もままならないほど危険だ。
大野川の水を利用して消雪装置を設けることが
できないか検討せよ。 平成30年３月
　金沢市や県との協議状況は。 令和元年12月

夷藤　　満

危険ブロック塀撤去に支援せよ
　公共施設のブロック塀の点検結果と安全対策
は。また、通学路にある民間の危険ブロック塀
の撤去や生

い け

垣
が き

への転換に支援せよ。

平成30年９月 七田　満男

安心安全のために重要
　公共施設のブロック塀 19 カ所のうち、基準を満た
さない11カ所中３カ所は撤去・修理した。残りも安全
対策を講じる。民間のブロック塀は所有者や管理者が
管理するのが基本だが、安全・安心の町づくりには対
策が重要と考え、国や県の支援策を踏まえ検討する。

協議に向け調査研究する
　機具橋の除雪は平成 28 年から金沢市と覚書を
交わし町が主に除雪し、費用を折半している。河川
水の消雪装置への活用は金沢市、河川管理者の県
と協議に向け調査検討したい。 （平成30年３月）
　協議に向け調査を行っている。 （令和元年12月）

議会事務局新体制
　４月１日の人事異動により、２名の新メンバーを
迎えスタートしました。よろしくお願いします。

　　・助
すけ

田
だ

　有
ゆう

二
じ

�事務局長

　　・川
かわ

端
ばた

　誠
せい

矢
や

�参事兼次長

令和２年４月
危険ブロック塀除去の補助制度新設

　通行人の安全確保や災害時の緊
急車両の通行を確保するため、倒
壊などの危険性のあるブロック塀
を除去する費用に対し補助金を交
付する新たな制度を設けました。 詳細はこちら

田中前事務局長、東前参事兼次長おつかれ様でした

引き継ぎ中

安全対策済みの町産業会館（凧会館）横ブロック塀
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1部あたりの単価は37.94円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
中
川
　
達

〒
920-0292　

 石
川

県
河

北
郡

内
灘

町
字

大
学

1丁
目

2‐
1

 076-286-6715　
 FA

X
076-286-6711

◆
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

○
欠
員
が
出
た
の
で
、参
加
し

て
欲
し
い
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
の
と
、
孫
が
他
町
で
小
学

校
に
通
学
し
て
い
る
の
で
参

加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容
は
。

○
県
道
の
横
断
歩
道
で
、登
下

校
時
の
安
全
見
守
り
で
す
。

　

入
隊
か
ら
４
年
経
ち
ま
し
た
。

◆
内
灘
に
住
ん
で
何
年
に
な
り

ま
す
か
。

○
金
沢
か
ら
内
灘
に
来
て
、も

う
46
年
に
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
当
時
に
比
べ
、
町
の
変

わ
り
よ
う
は
。

○
清
湖
大
橋
や
サ
ン
セ
ン
ト
ブ

リ
ッ
ジ（
内
灘
大
橋
）
の
完

成
、
役
場
庁
舎
の
新
築
移
転
、

白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
消

防
庁
舎
の
新
築
移
転
、
ま
た

昨
年
は
白
帆
台
イ
ン
タ
ー
が

開
通
し
、
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
の
と
き
の
遊
び
は
。

○
１
年
を
通
じ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
冬
は
竹
ス
キ
ー
、
夏
は

川
遊
び
に
明
け
暮
れ
て
い
ま

し
た
。

◆
日
頃
楽
し
ん
で
い
る
趣
味
や

ス
ポ
ー
ツ
は
。

○
野
球
観
戦
と
ド
ラ
イ
ブ
が
好

き
で
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
内
灘
の
魅
力
や
良
い
と
こ
ろ

は
。

〇
ほ
の
ぼ
の
湯
か
ら
眺
め
る
立

山
連
峰
、
遠
く
は
白
山
の
展

望
は
最
高
で
す
。

◆
町
に
望
む
こ
と
は
。

〇
自
然
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
・

安
全
に
住
め
る
町
づ
く
り
を

望
み
ま
す
。

◆
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

○
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
機
会

が
あ
れ
ば
傍
聴
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

土
屋　

克
之

　

副
委
員
長　
　

米
田　

一
香

　

委　
　

員　
　

恩
道　

正
博

　

委　
　

員　
　

西
尾　

雄
次

お
詫
び
と
訂
正

令
和
３
年
２
月
発
行
の
う
ち
な
だ
議

会
だ
よ
り
第
１
４
４
号
２
ペ
ー
ジ
で

の
P
C
R
検
査
対
象
者
の
表
記
が

不
適
切
で
し
た
。
左
記
の
と
お
り
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
誤
】 　

満
65
歳
以
上
の
方
で
基
礎
疾

患
を
も
つ
高
リ
ス
ク
の
方

【
正
】 　

満
65
歳
以
上
の
方
及
び
基
礎

疾
患
を
も
つ
高
リ
ス
ク
の
方

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ ④町の団体シリーズ⑪

　

２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
令
和
の

最
初
の
日
で
あ
る
令
和
元
年
５
月

１
日
に
議
員
と
な
り
、
５
月
10
日

に
広
報
対
策
特
別
委
員
会
の
委
員

長
に
就
い
て
か
ら
２
年
で
す
。

　

こ
の
２
年
間
は
、
政
治
倫
理
審

査
事
案
の
発
生
や
コ
ロ
ナ
対
策
、

小
谷
議
員
の
早
す
ぎ
る
ご
逝
去
と
、

議
員
に
な
る
前
に
描
い
て
い
た
よ

う
な
世
界
と
は
違
い
ま
し
た
。

　

こ
の
先
２
年
は
、
ど
ん
な
未
来

な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
度
々
、

喜
び
を
待
つ
未
来
と
残
酷
に
も
過

ぎ
て
い
く
未
来
の
２
つ
の
未
来
を

想
像
し
ま
す
。
悩
み
が
多
い
時
は
、

「
目
の
前
の
一
人
を
大
切
に
し
て

い
く
」
根
本
を
見
失
わ
な
い
よ
う

に
、
一
歩
先
を
考
え
る
こ
と
に
よ

り
、
余
裕
を
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
、

心
を
落
ち
着
か
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
編
集
も
同
じ
よ
う
に
心

掛
け
、
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

〔
土
屋　

克
之
〕

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

恩
道 

正
博

今
回
は
大
根
布
小
学
校
学

校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
で

活
躍
す
る
新し

ん

谷た
に

外と

代よ

治じ

さ

ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

議会傍聴のお知らせ

議会事務局　TEL（076）286－6715

6月会議の一般質問は 6 月 10・
11日午前10時からです。
傍聴席の間隔を空けるため定員は３２名となっ
ています。傍聴時はマスク着用･手指消毒・
検温にご協力ください。一般質問の模様は
ケーブルテレビでご覧になることができます。
傍聴受付場所：庁舎３階エレベーター横
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